
概

改革対象 
□ 廃止　

施

　　　 

※決算額につ

策

いては、端数処理によ

名

り、他資料の決算額と

共

差異が生じている場合

創

もあります。

・コミュニティ 基本目標 共に創る持続的に発展するまち

要 施策の目的 市民が主体的にまちづくりや地域の活動などに参加し、相互に支え合う住みよい地域社会を形成すること。

施策の方向 市民・NPO・企業などとの連携した活動の推進

共創の理念実現に向け、行政と民間企業で連携が取れるよう公民共創の研修を実施し、参加人数は目標値を達成した。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 公民連携も視野に入れて地域の課題解決ができるよう共創研修等を引き続き実施し、共創人材の育成を推進していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（

1

事業費：千円）

地方創

頁

生人材育成事業 令和　

令

４年度 令和　５年度 令

和

和　５年度 令和　６年

 

度 令和　４年度 令和　

5

５年度 令和　５年度 令

年

和　６年度
活動指標名

度

単位
実績 計画 実績 計画

　

決算 当初予算 決算 当初

　

予算
全体事業概要

①
講

事

座、セミナーの参加者

務

人 194 200 216

事

250
第5次三島市総

業

合計画に掲げる共創の

評

理念を実現する 数（累

価

計）
ため、講座等を通

表

じ、行政と民間企業の

（

双方に連携の 0 0 0 0

個

核となる共創人材の育

票

成を行う。
②

令和　７

）

年度の優先度

③1 　□

課

 Ａ　　　 □ Ｂ　

名

　　 □ Ｃ　　　 

企

□ Ｄ　

共創の理念実

画

現に向け、行政と民間

戦

企業で連携が取れるよ

略

う公民共創の研修を実

部

施し、参加人数は目標

政

値を達成
■ 計画どお

策

り   
令和　５年度

企

した。
□ 遅延   

画

      
の評価

□

課

 進展なし     

作

■ 維持　□ 拡大 公

成

民連携も視野に入れて

日

地域の課題解決ができ

令

るよう共創研修等を引

和

き続き実施し、共創人

　

材の育成を推進して
事

６

業区分 □ 自治事務 

年

  □ 法定受託  

　

 □ その他
今後の方

８

向性 □ 縮小　□ 改

月

善 いく。
（改善措置等

　

）□ 休止　□ 終了

１

計画対象 □ 実施計画

日

査定対象  □ 行政


